企画提案書（表紙）
令和　７年　　月　　日
	提案する事業
	

	提案者の住所
及び
商号又は名称
	


※副本は、「提案者の所在地及び商号又は名称」の欄は空欄としてください。
※企画提案書には、提案者が判別できる記載等は行わないでください。
※企画提案書については、必要な提案項目が記載されていれば、必ずしもこの様式を使う必要はありませんが、要点を端的にまとめるよう努めてください。
※各ページの下部にページ番号を印字してください。

企画提案書

	（1） 類似業務の受託実績を5つまで記入してください。また、本業務をどのような体制及び人員で実施するのかが分かる体制図を記載してください。なお、各業務の管理責任者及び業務従事者については、氏名、年齢、役職、担当分野、経験年数・業務実績等を具体的に記載してください。
※提案者および協力者の名称は記載しないでください。


企画提案書
	（1） 仕様書（案）に示す各業務の実施手法および業務全体の実施スケジュールを記載してください。


企画提案書

	(ウ)  ワークショップの参加者募集や会場レイアウト、議論しやすい雰囲気づくりの工夫などについて、文章または図表で表現してください。


　
企画提案書

	(エ)  ワークショップの開催形式、進行・シナリオ案、ファシリテーターの人選・配置などについて、文章または図表で表現してください。


企画提案書
	（オ）　ワークショップで聴取した市民意見について、整理した結果を分かりやすく図示するための工夫を提案してください。


企画提案書
	（カ）経費の積算について、人件費、諸経費等の積算の内訳・根拠がわかるよう詳細に記載してください。

※別紙で経費積算書を添付していただくことも可能です。


【様式３】
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